
北海道大学オープンコースウェア Newsletter

iTunes U から動画配信を開始しました
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北海道大学オープンコースウェアではこの度、「ｉＴｕｎｅｓＵ」で、北海道大学における教育コンテンツ

の無償公開を始めました。北海道大学オープンコースウェア（http://ocw.hokudai.ac.jp/）で公開されているも

のの中から、北海道大学で開講された学生や一般向けの講義映像等、１７５トピックス（計８６７個の映像コ

ンテンツ）が、「iTunesU」にて視聴可能です（2012 年 2 月 20 日現在）。iTunesU は、パソコンのみならず、

iPad、iPod、iPhone にも対応しております。

北海道大学オープンコースウェアでは、北海道大学で日夜行われている様々な教育・研究活動において創られ

た知識を、このような公開活動を通して社会への還元を行い、北海道大学のビジビリティを高める一助を担い

ます。今後も公開コンテンツを増やしていく予定です。今後とも、ご理解、ご協力を賜りますようお願いいた

します。

【iTunes U とは】

アップル社の「講義から語学レッスン、映像、実習、オーディオブックなど、あらゆる知を配信」するサービスで、

世界の 800 以上の大学が参加しています。iTunes U の視聴には、iTunes のダウンロードが必要です。

本学では 2005 年度から北海道大学オープンコースウェアプロジェクト（以下、北大 OCW) を開始し、講義の資料や映像を通
して北海道大学の教育を伝えています。この趣旨にご賛同くださる先生方のご協力で活動を維持していますので、本ニュース
レターで北大 OCW の活動をより一層ご理解いただければ幸いです。皆様からの資料提供を心よりお待ちしています。
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　【全学教育】�芸術と文学
　　　　　 特別講義
　　　　　 一般教育演習
　　　　　 人間と文化
               フィールド体験型プログラム

　【学部専門教育】
    【トピックス】ノーベル賞

【北海道大学公開講座】
【土曜市民セミナー】

【人文学カフェ】
【グローバル COEプログラム】

【セミナー／講演会】

【ひらめき☆ときめきサイエンス】
【サステナビリティ・ウィーク】

パイプオルガンとその音楽 (2011 年度）
キャリアデザイン I
聞く力・話す力のトレーニング
プログラミング入門 -Ruby で誰でもプログラミング
人間と環境科学（１）洞爺湖の湖水観測とサクラマス解剖
カオス・フラクタル
東京同窓会主催鈴木章名誉教授ノーベル化学賞受賞記念講演会・パネルディ
スカッション
北海道の将来と中国
葉に潜る昆虫ーホソガ科
花と昆虫の利害関係
アフリカの有名な小国 - ベナン
その言い方が人を怒らせる
ナボコフとジャンル越境
ハイドンの境界性
ポーランド文学と越境
旧ユーゴ圏内における境界を巡る記憶の語り
地球研地域連携セミナー HOKKAIDO「ユーラシアへのまなざし：ソ連崩壊
20 年後の環境問題」
経済学部セミナー　札幌市の交通デザイン
MISSION：遺伝子コードを解読せよ！
超面積を活かした地球環境の研究と教育 - 北海道大学の研究林 -

新規コンテンツ公開状況（2011/9/1 ～ 2012/2/10）

著作権法 35 条 1 では、非営利の教育機関において授業の過程に必要なものを、著作権者の利益を不当に妨害しない範囲

で複製する行為は比較的自由に認められています。ところが、OCW のようにウェブサイトで広く公開する場合には、授業

の場合とは異なり、著作権の保護を意識する必要があります。

他人の著作物を使用する場合の注意点

　●公表済の著作物であること

　●「公正な慣行」に合致すること

　●報道・批評・研究の目的上

  　 「正当な範囲内」であること

　

　●引用部分との「主従関係」が明確であること

　●引用部分が明確になっていること

　●必然性があること

　●出所の明示があること

「適法引用」は、以下の要件を満たす必要があります。

OCW では、著作権処理を行うために必要な出典情報の提供をお願いしております。ご協力をお願いいたします。

授業では、そのまま

使用できた著作物も・・

ocw

授業以外の使用には

注意が必要です！


